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場合」（Reynolds,G. S. 1975邦訳 p.10），その刺激は正の強化子と呼ばれ，
「ある刺激が反応の結果として消失することが，その反応の以降の生起確率を
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応と強化の比率は 1: 1であるが，固定比率強化の場合は反応n回に対して 1











































































































































































トロフィー 個人用のオフィス ｜ 景品引換券
（グリーンスタンプ）





















































































3-1 0. B. Modのステッブ














機能分析により、行動コンティン 山 I A ー－→B－→c
トー 一ー一一砂｜ジェンシーを定義する ｜ ｜先方刺激行動 結果
媒介戦略の開発 4 a l 砂
適当な媒介戦略の応用
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